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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

三
瓶
店（
旧
三
瓶
支
店
）

と
高
山
店（
旧
高
山
支
店
）

で
は
、
２
月
28
日
か
ら
ふ
れ

あ
い
店
舗
営
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
営
業
時
間
は
平
日
の

９
時
15
分
〜
14
時
ま
で
で
、

窓
口
職
員
が
諸
手
続
き
の
対

応
を
行
い
、
現
金
取
引
は
全

て
Ａ
Ｔ
Ｍ（
硬
貨
取
扱
可
能
）

１
月
28
日
、
結
成
し
て
４

年
目
と
な
る
石
見
銀
山
白
ね

ぎ
の
会
が
、
島
根
県
下
で
は

野
菜
の
団
体
認
証
第
１
号
と

な
る
美
味
し
ま
ね
認
証
ゴ
ー

ル
ド
の
グ
ル
ー
プ
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。

２
月
25
日
、
島
根
県
西
部

農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
県

央
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ

た
認
証
書
授
与
式
に
は
会
員

４
名
が
出
席
し
、
同
事
務
所

の
山
崎
健
治
大
田
農
業
部
長

か
ら
同
会
の
丹

波
篤
会
長
に
認

証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ

れ
た
役
員
会
に

お
い
て
、
令
和

４
年
度
の
活
動

方
針
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
、

昨
年
３
月
に
島

根
県
西
部
農
林

水
産
振
興
セ
ン

タ
ー
の
講
師
を

招
い
た
研
修
会

を
開
催
す
る
な
ど
同
認
証
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

三瓶店の様子

間もなく竣工予定のJAしまね石見銀山アスパラガス共同選果場

高山店の硬貨取扱対応のATM

新しい機械の導入で、アスパラガスの調整作業（搬入〜製品化）の効率はアップしています

ふ
れ
あ
い
店
舗
営
業
始
ま
る

● 

大
田
中
央
支
店
三
瓶
店
、
仁
摩
支
店
高
山
店

1
TOPICS

美
味
し
ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル
ド
を
取
得

● 

石
見
銀
山
白
ね
ぎ
の
会

3
TOPICS

ま
し
た
。

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

生
産
組
合
で
は
、
令
和
４
年

産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
収
量
40

ｔ
、
販
売
額
４
，０
０
０
万

円
を
目
標
に
掲
げ
、
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

３
月
７
日
、
石
見
銀
山
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。
低
温
に
よ
り
生

育
が
遅
れ
た
も
の
の
、
約
20

㎏
が
県
内
の
市
場
に
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
初
出
荷

は
、
新
築
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

共
同
選
果
場
で
実
施
さ
れ
、

作
業
は
設
備
の
試
運
転
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
職
員
は
真
新

し
い
施
設
で
選
別
機
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
丁
寧
に
投
入
し
、

結
束
や
箱
詰
め
作
業
を
行
い

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
始
ま
る

● 

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合

2
TOPICS

対
応
と
な
り
ま
す
。

営
業
初
日
と
な
る
２
月
28

日
、
店
舗
の
職
員
は
、
訪
れ

た
利
用
者
の
皆
様
に
営
業
体

制
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
等
の
説
明

を
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。

※�

ふ
れ
あ
い
の
日
初
日
の
水

曜
日
は
、
休
業
日
と
な
り

ま
す
。

左から田中光治さん、丹波会長、大崎孝さん、平田和弘さん、
山崎大田農業部長 認証書授与式の様子
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※１　車両総重量が750㎏以上の車両をけん引する場合は、大型特殊免許のほかけん引免許が必要です。
※２　作業機を装着した状態での安定性が確認されていないトラクタは、時速15㎞以下で走行する必要があります。
　　　安定性が確認されているトラクタと作業機の組み合わせは、（一社）日本農業機械工業会HPにて公開しています。
※３　特殊車両通行許可については、道路管理者（国道：地方整備局、都道府県道：都道府県、市町村道：市町村）への申

請が必要です。なお、農道を走行する際の申請は不要です。
※４　北海道、九州、沖縄以外の地城では、作業機をつけたまま時速35㎞以上で走行することはできません。

道
路
を

走
る
と
き
の

　
　
　を

守
り
ま
し
ょ
う

ル
ー
ル

農
作
業
事
故
に
お
け
る
死
亡
事
故
要
因
第
１
位
は

ト
ラ
ク
タ
乗
車
中
の
事
故
で
す

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も

法
令
上
の
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と

守
る
こ
と
が
必
要
で
す

作業機を装着・けん引したトラクタが
公道を走るためのルールを

確認しましょう

作業機をつけた状態での
大きさ

小

遅

速

時速
15㎞

最
高
速
度

幅1.7m

作業機への灯火器類等の設置

大型特殊免許の所持（※１）

特殊車両通行許可の
申請（※３）

特殊車両通行許可の
申請（※３）

作業機への灯火器類等の設置

大型特殊免許の所持（※１）

作業機を装着した状態での安定性の確認（※２）

幅2.5m 大

（最大部分の大きさ）

上記のルールは一例です。詳しいルールは
農林水産省HPや日本農業機械工業会HPで確認を！

農林水産省HP 日本農業機械工業会HP

時速35㎞以上での走行は、北海道・九州・沖縄のみ可能です。（※4）
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石見銀山地区本部　人事異動のお知らせ

長い間、お世話になりました。

退職のご挨拶
この度、２月28日をもちまして、定年退職いたしました。
在職中は皆様にひとかたならぬお世話になり、厚く御礼申し上げます。長い歳月大過なく勤めることができま
したのも、ひとえに皆様のご支援とご厚情の賜物と深く感謝いたします。
何卒、今後とも変わらぬご交誼を賜りますようお願い申し上げます。

大田東支店 支店長補佐
塚本　裕子

（再雇用）

大田中央支店 支店長
山根　むつみ

※石見銀山地区本部機構図・職員配置表は、4月号に掲載いたします。

温泉津支店 支店長
佐々木　千恵

（再雇用）

定年退職� 令和４年２月28日付
氏　名 旧　任 備　考
佐々木千恵 温泉津支店�支店長 定年再雇用
山根むつみ 大田中央支店�支店長
塚本　裕子 大田東支店�支店長補佐 定年再雇用

本店へ着任
氏　名 新　任 旧　任

湯川　才恵 本店共済部共済指導課（統括
支店駐在インストラクター） 高山支店�業務係長

定期人事異動� 令和４年３月１日付
地区本部内異動
氏　名 新　任 旧　任

月森　修一 営農経済部農産課�課長 営農経済部生活典礼課�課長

原田　　勲 営農経済部農産課�業務係長
（TAC）

営農経済部営農推進資材課�
業務係長（TAC）

奥　　孝明 営農経済部農産課�業務係長 営農経済部農産課
山下　千春 営農経済部生産販売課 営農経済部生活典礼課

亀岡　隆行 営農経済部営農推進資材課
業務係長

営農経済部営農推進資材課�
（TAC）

天野　隆明 営農経済部農業機械課�課長 営農経済部自動車課�課長

大国　栄伸 営農経済部農業機械課
課長補佐

営農経済部農業機械課�
センター長

森田　久美 営農経済部JAグリーン 企画総務部総務課
吉川　　崇 営農経済部生活典礼課�課長 営農経済部農産課�課長
島田　賢史 営農経済部生活典礼課�業務係長 営農経済部生活典礼課
花田　健司 営農経済部自動車課�課長 高山支店�支店長
宅和千亜紀 企画総務部総務課 営農経済部生産販売課
坂根　俊一 統括支店長 統括支店長兼大田北支店長

恒松　哲也 統括支店金融課�業務係長
（相続相談担当） 大田北支店�業務係長

熱田　悠介 統括支店金融課 大田中央支店�（複合渉外担当）
山下　　歩 統括支店金融課（年金相談担当）大田北支店
中村慎一郎 統括支店共済課�課長 大田中央支店�支店長補佐
波多野慶太 統括支店共済課 高山支店
隅田　優子 統括支店共済課 大田北支店
矢田　哲夫 大田北支店�支店長 統括支店共済課�課長
芦原　大知 大田北支店（複合渉外担当） 三瓶支店（複合渉外担当）
有馬　克成 大田北支店（複合渉外担当） 仁摩支店（複合渉外担当）
吉田　健人 大田北支店（複合渉外担当） 温泉津支店（複合渉外担当）
福田美津子 大田北支店 大田東支店

氏　名 新　任 旧　任
水瀧　　歩 大田北支店 大田中央支店
尾田　磨季 大田北支店 営農経済部JAグリーン
渡邊　　潤 大田中央支店�支店長 仁摩支店�支店長
日野　康隆 大田中央支店�業務係長 三瓶支店�業務係長
森田　真央 大田中央支店 大田東支店
大岡　翔平 大田中央支店（複合渉外担当）大田北支店�（複合渉外担当）
北原　裕己 大田中央支店（複合渉外担当）大田中央支店
山田　博子 大田中央支店 三瓶支店
熱田　知美 大田中央支店 三瓶支店
栁井　有穂 大田中央支店 高山支店
盛　　礼子 大田中央支店（三瓶店担当） 大田中央支店
大谷　廣美 大田中央支店（三瓶店担当） 大田東支店
山田　夕子 大田東支店�支店長補佐 大田北支店�支店長補佐
黒崎　泰史 大田東支店�業務係長 大田北支店�（複合渉外担当）
塚本　裕子 大田東支店 （定年再雇用）
坂根真由美 大田東支店 仁摩支店
岡田　憲和 温泉津支店�支店長 仁摩支店�支店長補佐
井上　拓雲 温泉津支店（複合渉外担当） 大田北支店�（複合渉外担当）
福田　秀樹 仁摩支店�支店長 三瓶支店�支店長

山﨑美智香 仁摩支店�業務係長 本店共済部共済指導課
（統括支店駐在）

西村　春美 仁摩支店 統括支店金融課
川本小百合 仁摩支店 大田中央支店
恒松　　遼 仁摩支店（複合渉外担当） 大田東支店
佐々木龍聖 仁摩支店 温泉津支店
佐々木千恵 仁摩支店（高山店担当） （定年再雇用）
塚田あけみ 仁摩支店（地域渉外担当） 大田北支店
山本真紀子 仁摩支店（高山店担当） 仁摩支店
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私
の
食
育
日
記

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純

自
分
色
の
お
み
そ
汁
作
り

　

寒
い
季
節
、
子
ど
も
が
大
好
き
な
の
が

お
み
そ
汁
で
す
。
親
と
し
て
も
、
苦
手
な

野
菜
で
も
お
み
そ
汁
に
入
れ
る
と
食
べ
て

く
れ
る
の
で
大
助
か
り
。
そ
ん
な
お
み
そ

汁
、
最
近
で
は
子
ど
も
た
ち
が
当
番
制
で

作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
う
ち
に
あ
る

具
材
な
ら
何
で
も
使
っ
て
よ
い
と
い
う

ル
ー
ル
で
、
私
が
作
っ
て
お
い
た
だ
し
に
、

子
ど
も
た
ち
が
選
び
、
切
っ
た
具
を
入
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
は
無
限
で
す
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
に
豆
腐
を
合
わ
せ
た
り
、
焼

き
芋
に
ワ
カ
メ
と
卵
を
入
れ
て
い
た
り
、

私
で
は
思
い
付
か
な
い
組
み
合
わ
せ
が
登

場
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
意
外
と
お
い

し
く
て
、
感
動
が
あ
り
ま
す
。
み
そ
も
３

種
類
ほ
ど
用
意
し
て
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

１
種
類
で
も
、
好
き
な
よ
う
に
ブ
レ
ン
ド

し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
に
し
か
で
き
な
い
味
を
求

め
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

み
そ
は
、
つ
ぶ
し
た
大
豆
に
こ
う
じ
と

食
塩
を
混
ぜ
、
発
酵
、
熟
成
さ
せ
て
造
ら

れ
ま
す
。
米
こ
う
じ
を
使
う
米
み
そ
が
一

般
的
で
す
が
、
他
に
も
麦
こ
う
じ
を
使
う

麦
み
そ
、
大
豆
の
み
を
使
う
豆
み
そ
、
こ

れ
ら
を
ブ
レ
ン
ド
さ
せ
て
い
る
調
合
み
そ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
色
で
分
け
る
と
、

赤
み
そ
と
白
み
そ
が
あ
り
、
赤
み
そ
は
原

料
の
大
豆
を
蒸
し
て
造
り
、
白
み
そ
は
煮

て
造
り
ま
す
。

　

み
そ
は
地
方
の
特
色
が
と
て
も
出
る
調

味
料
で
す
。
中
京
地
方
の
色
の
濃
い
豆
み

そ
は
有
名
で
す
が
、
他
に
も
、
同
じ
麦
み

そ
で
も
、
九
州
地
方
で
は
甘
味
の
強
い
物

が
多
く
、
関
東
で
は
色
の
濃
い
辛
味
が
強

い
物
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
種
類
の

違
う
み
そ
を
用
意
し
て
お
く
と
、
子
ど
も

た
ち
は
選
ぶ
の
も
真
剣
。
最
近
で
は
、
買

い
に
行
く
と
こ
ろ
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

み
そ
は
体
に
欠
か
せ
な
い
必
須
ア
ミ
ノ

酸
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
栄
養
価
が
高
く
、

消
化
吸
収
率
も
高
い
、
体
に
優
し
い
調
味

料
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
毎
日
の
お
み
そ
汁

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

処理を希望される方は、次の項目をご確認のうえ、持ち込みをお願いいたします。
当日は、印鑑と処理費用をご持参ください。

回収日時  令和４年３月24日㈭　午前9：00〜12：00
	 （期日以外での回収はできませんので、ご協力をお願いいたします。）
回収場所 	JAしまね 石見銀山地区本部　営農センター（大田市駅裏）
回収処理費用 	１㎏あたり 500円（税込）

期限切れ農薬の回収を行います

■お問い合わせ■　JA 営農推進資材課		☎0854-84-9070

１．�少量でも、農薬の入っていた袋・容器のままお持ちください。安全のため、違う種類の農薬を混ぜ
たりしないでください。

２．�粉剤・粒剤と液剤は分別してお持ちください。また、ヒ素・有機リン系の農薬、名前の分からない
農薬は別にしてください。

３．�スプレー缶は中身を出し切ってお持ちください。
４．�量の多少にかかわらず、ダンボール箱やクンタン袋に入れてお持ちください。
５．�袋・容器から農薬がもれないよう、運搬には充分ご留意ください。
　　（農薬がもれたり混ざったりすると、有毒ガスが発生する恐れがあります。）

注意事項（廃棄農薬を持ち込む際には、必ず以下の事項をお守りください。）

◎農家の皆様へ
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

■
先
月（
２
月
）号
の
Ｔ
さ
ん
の
白
ネ
ギ
の
食
べ

方
が
簡
単
そ
う
で
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
で

買
っ
た
白
ネ
ギ
で
、
今
夜
作
っ
て
食
べ
よ
う
。

�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
女
優
の
田
中
美
佐
子
さ
ん
と
島
根
県
知
事
が
登

場
す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
、
美
味
し
そ
う
な
ご
飯
と
、

ほ
っ
こ
り
す
る
場
所
が
良
か
っ
た
で
す
。
私
達
夫

婦
も
美
味
し
い「
つ
や
姫
」を
ま
だ
ま
だ
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。�

（
Ｗ
さ
ん
）

■
昨
今
の「
あ
お
り
運
転
」の
テ
レ
ビ
放
映
は
、

模
倣
を
助
長
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
最
近
、

最
も
思
う
こ
と
は
、
曲
が
る
際
に
方
向
指
示
器
を

点
滅
さ
せ
な
い
人
が
多
い
こ
と
で
す
。�（
Ｓ
さ
ん
）

■「
地
サ
ン
地
シ
ョ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
放
送
で
、

甘
酒
作
り
が
炊
飯
器
で
簡
単
に
で
き
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
早
速
作
っ
た
甘
酒
を
妹
、
叔
母
に
。

想
像
以
上
の
出
来
に
大
変
喜
び
ま
し
た
。

�

（
Ｇ
さ
ん
）

■
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
が
ま
ん
、
ガ
マ
ン
、
我
慢
の

日
々
。
自
分
な
り
の
感
染
対
策
で
過
ご
す
毎
日
。

早
く
終
息
し
て
春
が
来
て
ほ
し
い
で
す
。

�

（
Ｎ
さ
ん
）

■
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
で
大
豆
と
糀こ

う
じ

を

求
め
て
味
噌
を
作
っ
て
い
ま
す
。
も
う
18
年
に
な

り
、
い
つ
も
美
味
し
く
出
来
上
が
り
ま
す
が
、
娘

か
ら
塩
辛
い
と
。
減
塩
に
し
て
い
る
つ
も
り
な
の

で
す
が
。昨
年
仕
込
ん
だ
味
噌
、ど
ん
な
味
に
な
っ

て
い
る
か
、
近
々
食
べ
る
予
定
で
す
。�（
Ｔ
さ
ん
）

も
味
噌
作
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
乾
大
豆
１
㎏

に
粗
塩
４
０
０
ｇ
の
割
合
で
す
。
手
前
味
噌
は
水

分
が
少
な
く
濃
厚
で
す
の
で
、
市
販
品
と
同
じ
量

で
調
理
す
る
と
辛
く
感
じ
る
よ
う
で
す
。
な
お
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
の
糀
は
、
Ｊ
Ａ
井
田
加
工

場
製
造（
今
冬
は
３
月
中
旬
で
製
造
終
了
）で
す
。

■
毎
日
コ
ロ
ナ
で
大
変
だ
が
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ

手
紙
を
書
く
。
福
岡
の
姉
は
91
歳
に
な
る
が
、
と

て
も
元
気
で
返
事
が
来
る
。「
５
月
に
は
兄
弟
達

と
行
き
ま
す
」と
言
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
終
わ
る
こ

と
を
祈
り
つ
つ
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

　
　
　
　

�（
Ｍ
さ
ん
）�
（
Ｈ
さ
ん
）

■
先
月（
２
月
）号
の
特
集
で
知
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

の
で
、
牛
乳
・
乳
製
品
み
た
い
に
県
内
産
の
も
の

を
買
っ
て
、
少
し
で
も
応
援
で
き
た
ら
と
思
う
。

�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
で
菊
芋
を
初
め
て
買
い

ま
し
た
。
付
い
て
い
た
レ
シ
ピ
を
参
考
に
、
き
ん

ぴ
ら
風
に
し
て
食
卓
に
並
べ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
無
く
な
り
ま
し
た
。
身
体
に
も
良
さ
そ
う
で

す
ね
。�

（
Ｙ
さ
ん
）

大江高山（左）と冠雪の三瓶山（右）
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店長の独り言店長の独り言

みんなの直売市情報

石見銀山地区本部管内 ２月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

２月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

▶
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
や
る
気
が
出
て
い
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

山
口
町三

浦　

英
範�

さ
ん

令
和
４
年
２
月
16
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 13 861,300 591,800 689,785 8,769 -87,836 283 283
中央 119 1,216,600 170,500 635,125 -60,032 -107,896 273 285
県 119 1,216,600 170,500 635,125 -14,093 -107,896 273 285

ヌキ
管内 12 909,700 680,900 793,375 7,480 -52,331 302 273
中央 108 973,500 558,800 830,011 30,766 -6,030 306 277
県 108 973,500 558,800 830,011 36,075 -6,030 306 277

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 山口 三浦　英範 332 263 福之姫 安茂勝 茂重桜 糸晴波

2 山口 大国　裕紀 348 256 福増 平忠勝 北国7の8 平金勝

3 志学 高田　雅晴 307 287 諒太郎 美国桜 安福久 平茂勝

4 大森 竹下　　弘 307 259 秋忠平 松福美 茂重桜 清桜

5 志学 高田　雅晴 324 287 勝忠平 安福久 平茂勝 北国7の8

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 水上 ㈱大田原農場 307 246 諒太郎 百合茂 白清85の3 晴美

2 静間 川上　　隆 282 270 幸紀雄 美国桜 安福久 勝忠平

3 井田 青笹　憲介 276 275 美国桜 白鵬85の3 百合茂 安福久

4 水上 ㈱大田原農場 297 290 勝乃幸 勝忠平 第1花国 美津福

5 井田 厚朴　邦広 288 301 美津照重 奥華栄 藤平茂（事業団） 茂重桜

　寒さも若干和らぎ、少しずつ春の到来を感じられるようになってまい
りました。これから野菜や花の苗も多数店頭に並び、産直品が棚一面を飾
るとお店全体の彩りが増し、一層賑やかになってきます。皆様のご来店を
お待ちしています。
　出荷者の皆様、体調管理には十分ご留意いただき、１点でも多くのご出
荷をお願いいたします。

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課
※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

２月の売上ベスト10 （数量ベース）※苗物・海産物を除く

キャベツ・白ネギ・ほうれん草・
しびき・大根・いちご・里芋・
さつま芋・白菜・干し柿

キャベツ・白ネギ・ブロッコリー・
大根・しびき・白菜・丸もち・
レタス・ふきのとう・里芋

18,356点

1,886点

JAグリーン
おおだ

すいせんの
里

４月の特売日
JAグリーンおおだ
すいせんの里

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月 ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）

4月8㊎日 9㊏日・

▶
次
回
も
頑
張
り
ま
す
。

メ
ス
最
高

水
上
町㈱

大
田
原
農
場
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「銀争はるばる」連載再開のお知らせ

　令和３年７月号をもちまして連載を終了いたしました「銀争はるばる〜石見銀山戦国争奪絵巻〜」に
つきまして、皆様からのご要望が多かったことから、来月号から連載を再開いたします。つきましては、
本物語の内容、これまでのあらすじ、参考資料について、以下のとおりお知らせいたします。

内容について
１．�本物語は、戦国時代の石見銀山争奪戦を中心に描くフィクションです。大まかな流れは史実に沿っ
ていますが、架空の登場人物や推定・創作した内容を加えた大田市版大河ドラマ風の物語です。史
実等の詳細には諸説があり、年代、場所、歴史上の当事者等が明らかになっていないものもあります。

２．大田市内各地の史跡・城跡等が紹介を兼ねて物語と関連して登場します。
３．�地名は、戦国時代の雰囲気と実際の場所を分かりやすくするために、当時と現在の名称の両方が登
場します。河川は、現在の名称を使用します。また、時代を考慮して、文中のカタカナ表記を極力
無くしました。

４．�年号については、旧暦と新暦併記を基本としていますが、旧暦と新暦にずれがあるため、実際の暦
が不正確な場合があります。

第９話までのあらすじ
　主人公は、戦国大名尼

あま

子
ご

経
つね

久
ひさ

の近
きん

習
じゅう

であった本
もと

山
やま

経
けい

四
し

郎
ろう

という架空の人物です。毛利氏に滅ぼされた
石見高橋氏の庶

しょ

流
りゅう

（分家）である本
ほん

城
じょう

常
つね

光
みつ

の軍師となった経四郎の眼を通して、石見銀山と山吹城を争
う尼子氏と毛利氏の戦いを描きます。広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉の令和３年７月
号では、本城常光軍を含む尼子晴

はる

久
ひさ

２万５千の軍勢が、毛利方の
刺
さす

賀
か

長
なが

信
のぶ

が護る山吹城を攻め、対する毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

も宍
しし

戸
ど

隆
たか

家
いえ

率いる
７千の軍勢を山吹城の援軍として向かわせており、尼子氏と毛利
氏の石見銀山を争う激戦「忍

おし

原
ばら

崩
くず

れ」が目前に迫っています。本
城常光の軍勢は、毛利の援軍を迎え撃つため、山吹城を囲む軍勢
から離れて、密かに松山城（大田町）に入っています。
※�広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和２年
10月号〜令和３年７月号に掲載しました本物語第１話〜第
９話につきましては、JAしまねのホームページ（石見銀山
地区本部ページhttps://ja-shimane.jp/ginzan/koho/、
または右記QRコード）にてご覧いただけます。

参考資料
書籍等：石見銀山遺跡総合調査報告書（平成５年度〜平成13年度　島根県教育委員会）、島根県中近世城館跡分布調査報告書（平
成９年３月　島根県教育委員会）、石見銀山遺跡石造物調査報告書（平成21年３月　島根県教育委員会、大田市教育委員会）、石
見銀山遺跡調査ノート（平成14年度　島根県教育委員会、大田市教育委員会、温泉津町教育委員会、仁摩町教育委員会）、島根県
忍原峡の砂岩急崖に発達するタフォニ群の形状特性とそれに基づいたタフォニ拡大から岩盤崩落への過程（2012年　国立島根大学
論文）、石見銀山遺跡発掘調査概要（1998年　大田市教育委員会）、琢道城跡発掘調査概報（1989年　瑞穂町教育委員会）、しま
ねの遺跡発掘調査パンフレット８静間城跡（平成30年10月　島根県教育庁埋蔵文化財調査センター）、大国まちづくりセンターの
階段掲示資料、石見・大田城（平成元年　石村禎久著・発行）、大屋の城・古道（2017年　大屋まちづくり推進委員会）、雲陽軍
実記（井原大之助編　大正13年第４版　松陽新報社出版部、国立国会図書館デジタルコレクション）、尼子経久（中村整史朗著　
1997年　PHP文庫）、毛利元就（榊山潤著　昭和57年第７版　叢文社）、続毛利元就（榊山潤著　昭和58年第５版　叢文社）
webサイト等：島根県遺跡データベース（島根大学総合博物館https://iseki.shimane-u.ac.jp/index.html）、納得パソコン購入術！
パソ兄さんモバイル旅行記（https://www.pasonisan.com/rvw_trip/）、西国の山城（http://saigokunoyamajiro.blogspot.
com/）、古城盛衰記島根県の城（https://sites.google.com/a/onodenkan.net/lie-dao-cheng-zhi-ji-xing/dao-gen-xian）、石
見銀山＠ディープ（ブログhttp://iwamisilvermine.blog.fc2.com/）、清治の花便り（ブログhttps://tombee.exblog.jp/）、石見
銀山通信（石見銀山ガイドの会公式ブログhttp://iwami-gg.jugem.jp/）

松山城跡（別名大田城）

※掲載の絵はイメージです
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年金無料相談 ４月の年金無料相談は、お休みさせていただきます。

※入学金１万円（JAへの出資、『家の光』購読料）の他、講座ごとに材料費などが必要です。

主催：JAしまね石見銀山地区本部　後援：JAしまね石見銀山女性部
お問い合わせ　☎0854-82-1009（企画推進課）

受講生募集！
締切：３月31日（木）

５月13日（金）
９：30〜12：00

HAPPY自分時間スタート！
　〜入学式＆フラワーアレンジメント

６月24日（金）
９：30〜12：00

大人の社会科見学（アスパラガス）
　〜新設選果場見学・収穫・料理

７月８日（金）
９：00〜16：00

心も体もリフレッシュ♪
　〜JA共済ふれあいの集い（ヨガ）

８月５日（金）
９：00〜12：00

集中！私が生み出す豊かな時間
　〜クラフトテープのかご作り

９月16日（金）
10：00〜14：00

昔にタイムスリップ！大田の宝は世界遺産
　〜石見銀山遺跡研修会（かまど体験）

10月７日（金）
９：30〜13：00

美味しい料理を簡単に
　〜ムスイ鍋で料理講習

11月11日（金）
９：30〜12：00

ふるさとの伝統工芸に親しむ
　〜温泉津焼きもの体験

12月16日（金）
９：30〜13：30

福を呼ぶ笑顔で年越し
　〜そば打ち体験

令和５年
２月10日（金）
９：30〜12：00

作って褒めて「手前みそ」
　〜大田産のみそ作り

３月10日（金）
９：30〜13：00

仲間とともに
　〜卒業式＆伝統料理教室

【入学条件】JAに通うことができる50代～70代の女性
【定　　員】20名�（定員になり次第、締め切りとさせて

いただきます。）

９期
生募
集

温泉津支店におけるJR切符販売終了のお知らせ
　JAしまね温泉津支店の駅舎側窓口におけるJR切符販売については、令和４年３月31日を
もちまして取り扱いを終了することといたしました。
　これまで多くの方々にご利用いただきましたことに対し、厚く御礼申し上げますとともに
お知らせいたします。
� JAしまね石見銀山地区本部
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